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研究背景
大面積化可能、超軽量、組薄型、フレキシブノレの特散を有する有機デバイスの研究が活発
化している。我々では、告己整合技術を用いた有機デバイス試作を中心として、自己整合技
術または作製プロセスの検討、キャリヤの注入と伝導、金属／有機界面の接触、有機／有機界屈
のアライメントなどのデノミイス動作機構を解明することで、実用に資する自己整合高性能有
機ヂノ〈イスを得られることを目指す。
method 
溶液製低分子混合単層有機薄膜の電荷伝導特性
有機 EL素子へ、効率、駆動電在、色選択、キャリア注入等のデバイス特性が最適化され、
繭品化に繋がっている。プロセス簡略化と特性向上を目的とし、溶液法による高性能濯合単
層有機 EL素子をできた。さらに、縫液過稜混合単層有機 EL 素子での電子とホーノレの注入
はショットキー放出によることを明らかとし、障嬢高さも評価してきた。 difi悶 ntial
による、混合単層有機膜中のトラップ密度の分布を評締してきた。
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関 3トラップ密度分布
の淑度依存性
間2電子オンリー素子のふV特性
の温度依存性及び評価
関lボールオンリー素子のJ-V特性
のj温度依存性及び評価
酸化物半導体ドープしたペンタセン薄膜トランジスタ
有機薄膜トランジスタ（OTFTs）は、低コストでブレキシブノレなデノ〈イスが実現できる特徴を
有し、最近では高移動度有機半導体材料も開発され、注目が高まっている。トランジスタ特
性の昔話御の観点からはドーピング技術が注目され、電荷注入の点からも酸化モリブデン
(Mo03）を電荷投入層とした有機トランジスタの報告が成されている。我々は、酸化物半導体
Mo03をベンタセン（Pentacene）にドープした OTFTを試作した。 Mo03ドープされた OTFT
で、移動度μは 0.53cm2/Vs、しきい電圧 VT は－1.1Vと、参照デバイスと比べ特性改善さ
れた。また、トランジスタのしきい霊迂シフトも見られた。 ID-VD特性の温度依存性より電荷
注入バリア高さを評価された。 Au/Pentacene+ Mo03界面でのバリア高さは、無ドープで0.12
eVに対し、 Mo03ドープ（Pentacene:Mo03=4: 1）で0.048eVと低減した。
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図4 OTFT特性の比較 図5 Io-Vo特性（Vo詔OV）の温度依存性及びショツ
トキー放出によりバリア高さの評価
Pervleneドーピングによる P3HT:PCBM有機太鶴電池効率の改善
バルクヘテロ接合（BHJ）構造や新規な有機半導体材料の導入により、有機薄膜太陽電池の
性能向上が図られている。我々は、低分子色素材料 Perylene ドープしたポリ－
0・hexylthiophene)(P3HT）：フラー レン誘導体（PCBM）バルクヘテロ有機太陽電池を作製し、
Peryleneドーピングによる素子の性能を評価した。評価から、混合比 1: 1 : 0.07の場合、 2.5%
の変換効率が得られ、 Peηrleneドープしない素子と比べ変換効率が27%改善向上した。 J-V特
性の温度依存性の評価より、 Au/Mo03/BHJ界街でのバリア高さが、ドープしない場合の0.61
eVに対し、 Peryleneドープ（x=0.07）により 0.28eVと低減した。
lr訟法問
M 
Vo動車富島p(¥') 
関6 光照射下で素子のふY特性（異 図7ホーノレオンリー素子のJ-V
なる Peryleneドープ比での比較） 特伎の温度依存性
発光する Rubreneドー プP3HT:PCBM有機太陽竃池
品W'(lふね， l和t<iいる
関8ショットキー放出によ
りバリア高さの評価
コダックのTangらにより有機太陽電池と有機EL素子が報告され、それ以降の研究が盛ん
である。両者は基本的；こ有機ダイオード構造であり、）I頃方向低バイアスで太陽電池（PV）、）I漢
方向高バイアスで発光（OLED）、そして逆バイアスでフォトダイオード（PD）動作する多機能ダ
イオードが出来る。我々は、キャリア取出改善を狙い低分子色素材料Rubreneドープのpoly-(3幽
hexylthiophene) (P3HT）：フラーレン誘導体（PCBM）ノミルクヘテロ有機太陽電池を作製したと
ころ、有機EL発光が見られた。言平価から、混合比 1: 1 : 0.07で、 PVの効率が 1.05%、OLED
79 
の最大輝度が 65cd/m2、そして PDの明暗比が 2.2×103(@-0.5V）の Bi-functionヂパイスが
得られた。
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図10Bi-functionalデバイスの発光特性
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